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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 














本論文は 6章で構成されている。第 1章で研究概要を述べ、第 2章から第 5章において、日米の
個人・地域レベルにおける SWBと予測変数との関連の分析結果を詳述し、6章で結論を述べている。 








 第 3章では、米国の個人レベルを分析した結果、失業が SWBに対して明確に負の効果を持ってい
た。低健康不安、子供がいる人はそれぞれ高健康不安、子供がいない人より SWBが高い傾向があっ
た。学歴、年間世帯所得による SWBの明確な差異は見られなかった。 





















の結果をふまえて、市民の SWB を向上させる観点から、NPO のような事業体により深く関与する余
地が提示された。しかし、日米とも雇用や職業訓練を行なう NPOが増えても失業者の SWB向上に寄
与できていないようである。したがって、NPO 数が増えれば社会の状況が改善されるという既存研
究の見込みが現実と必ずしも適合しておらず、市民ニーズがどれくらい満たされているのかという
観点から NPOに対する評価の視点を見直すことが今後の課題として挙げられた。 
 本研究の学術的な意義は、SWB の既存研究ではまだ少ない、ミクロ・マクロ・リンケージの観点
を表明し、異なるデータや分析モデルを用いて実証研究を行なった点にある。具体的には、ミクロ
レベルでの結果が市民ニーズに適しているか、また、どのような社会的サポートがそのニーズに適
しているのか示唆を導出した。さらに、マクロレベルでの結果が組織や政府のどのような方針が市
民生活の質向上に効果的なのかを探った。本研究では、この異なるレベルにおけるマッチングに着
眼し、日米間の比較も含めることで、SWB研究でのニーズと社会的サポート のマッチングにおいて、
人口構成や文化のような構造的差異についても再考する重要性を示唆した。実践的な意義としては、
SWBは、潜在的な市民ニーズとその相対的な重みづけを把握できる点で、NPOのための分析枠組みや
政策策定への応用可能性が示唆された。本研究は、NPO 評価が市民ニーズの満たされている（いな
い）程度という観点からなされること、また、それに先んじて市民ニーズ を多面的に把握すること
の重要性を強調している。この視点は社会的サポートを伴う政策策定（子育て、健康増進の支援な
ど）にも応用可能な分析枠組みになり得るだろう。 
 以上の通り、本論文は、主観的幸福感に関して、学際的な先行研究を丹念にレビューし、市民ニーズ、
社会的サポート、NPO という視点を組み込み、ベイズデータ解析を行ない、幸福研究・NPO 論において
新たな知見・示唆を導出しており、高く評価する。 
よって、本論文は博士（経済学）の学位を授与するに値すると判断した。 
 
